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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し

　税金の滞納は、納期内に納付している方との公平を欠くも
のです。埼玉県と県内全市町村では、「ストップ！滞納」を
合言葉に『滞納整理強化期間』を設け、徴収を強化すること
としています。
　市では、10月から12月までを滞納整理強化期間として定め、
徹底した滞納整理（差押えなど）を進めています。未納の方
は、急ぎ納付してください。
　なお、特別な事情により納付できない方は、必ず納税相談
を受けてください。
※差押えは、給与、預貯金、生命保険、不動産、自動車のほ
か、売掛金、動産（貴金属類、腕時計など）など、換価が有
効と判断される財産を対象とします。

ストップ！滞納　県税・市町村税
滞納整理強化期間

物納税課☎奮３３０

【平成28年度差押え実績】
給与 預貯金 生命保険 不動産 所得税還付金 その他
204件 212件 199件 35件 35件 15件

草
加
都
市
計
画
地
区
計
画
の

変
更
案
の
縦
覧

　
都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
八
潮
南
部
３
地
区
の

地
区
計
画
に
つ
い
て
条
項
等
の
不
整
合
を

解
消
す
る
た
め
、
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

腹
11
月
1７
日
㈮
～
12
月
１
日
㈮

意
見
書
の
提
出

覆
市
内
在
住
ま
た
は
利
害
関
係
の
あ
る
方

仏
12
月
１
日
（
必
着
）
ま
で

―
共
通
―

複
都
市
計
画
課

物
都
市
計
画
課
☎
焚
２
７
０

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
―
１１
月
１２
日
～
２５
日
―

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
男
女
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
よ
り
良
い
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
11
月
2５
日
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力

撤
廃
国
際
日
」
で
す
。

物
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
焚
８
１
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

腹
11
月
1３
日
㈪
～
1９
日
㈰　
午
前
８
時
３0

分
～
午
後
７
時
（
1８
日
・
1９
日
は
午
前
10

時
～
午
後
５
時
）

淵
電
話
相
談　
☎
０
５
７
０
・
０７０
・
８１０

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護

委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

物
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
☎

０４８
・
８５９
・
３
５
０
７

シ
ル
バ
ー・ド
ラ
イ
バ
ー・ド
ッ
ク

腹
11
月
2７
日
㈪　
午
前
９
時
～

複
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
５１１
）

覆
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
普
通
免
許
を

所
持
し
て
い
る
方

淵
教
習
指
導
員
に
よ
る
自
動
車
運
転
の
安

全
度
チ
ェ
ッ
ク
、
安
全
運
転
ア
ド
バ
イ
ス

払
４0
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
11
月
22
日
ま
で
に
、
草
加
警
察
署
交
通

課
（
☎
９４３
・
０
１
１
０
）
へ

埼
玉
県
最
低
賃
金

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か
ら
８７１

円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
産
業
に
よ
っ
て
、
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

物
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
０４８
・
６００
・
６
２

０
５１１

月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
月
間
」
で
す

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
で
、
政
府
が
管
理
運
営
し
て
い
る
強

制
加
入
の
保
険
制
度
で
す
。

　
労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
た
場
合
、
労

働
者
が
失
業
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
労

働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
加

入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
手
続
指
導
お
よ
び
加
入
勧
奨
に

よ
っ
て
も
自
主
的
な
加
入
手
続
き
を
行
わ

な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
強
制
的
な
加

入
を
含
め
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

物
埼
玉
労
働
局
保
険
徴
収
課
☎
０４８
・
６００
・

６
２
０
３

浄
化
槽
の
法
定
検
査

　
浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
（
庭
先
や
駐
車

場
に
２
～
３
個
並
ん
だ
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
や

空
気
を
送
る
機
器
が
あ
る
方
）
は
、
年
１

回
の
法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水

な
ど
を
確
認
し
、
浄
化
機
能
を
検
査
し
ま

す
。
検
査
結
果
は
、
使
用
者
や
保
守
点
検

業
者
に
通
知
さ
れ
、
普
段
の
維
持
管
理
に

生
か
さ
れ
ま
す
。

　
法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
県

指
定
検
査
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

沸
10
人
槽
以
下
（
一
般
家
庭
用
浄
化
槽
）

５
０
０
０
円
、
11
人
槽
以
上
は
要
問
い
合

わ
せ

物
㈳
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
☎
０４８
・
５０１
・
５

７
０
７

（
仮
称
）汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

の
愛
称
が
「
八
條
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ

（
キ
ラ
リ
）」
に
決
定

　
八
條
地
内
に
建
設
中
の
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が
八
條
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ

（
キ
ラ
リ
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

物
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
計
画
課
☎
９６６
・

０
１
２
１

催
し
催
し

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

「
ポ
ン
ポ
ン
で
作
る
ミ
ニ
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
」

腹
11
月
1８
日
㈯　
午
後
１
時
３0
分
～
３
時

３0
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生

淵
毛
糸
で
ポ
ン
ポ
ン
を
作
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
形
に
切
り
、
飾
り
つ
け
る

払
1５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
11
月
1５
日
か
ら
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館

（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、
受
付
＝
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
へ

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
で
作
る
お
正
月
飾
り

腹
12
月
４
日
㈪　
午
後
１
時
３0
分
～
３
時

３0
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
４

覆
20
歳
以
上
の
方

淵
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た

お
正
月
飾
り
の
作
製

講
師　
中な

か

村む
ら

久く

美み

子こ

さ
ん

払
1５
人
（
申
込
順
）

沸
３
０
０
０
円
（
当
日
納
入
）

物
11
月
1５
日
か
ら
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館

（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、
受
付
＝
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）
へ

八
潮
お
も
ち
ゃ
の
病
院
ド
ク
タ
ー

養
成
講
座

腹
平
成
３0
年
１
月
1７
日
㈬
～
1９
日
㈮
（
全

３
回
）　
午
前
10
時
～
正
午

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
工
作
室

覆
市
内
在
住
で
、
３
日
間
す
べ
て
受
講
で

き
る
方

淵
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
す
る
お
も
ち

ゃ
ド
ク
タ
ー
の
養
成

弗
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
ニ
ッ
パ
ー
、
ラ
ジ
オ
ペ

ン
チ
、
タ
オ
ル
１
本
、
筆
記
用
具
、
ド
ラ

イ
バ
ー
（
大
・
小
・
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
）、

半
田
ご
て
（
持
っ
て
い
る
方
）

払
10
人
（
申
込
順
）

沸
３００
円

仏
11
月
1５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
１１
回
八
潮
市
新
人
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

腹
12
月
２
日
㈯　
正
午
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

淵
1５
歳
か
ら
３５
歳
ま
で
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
目
指
す
方
を
対
象
と
し
た
公
開
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン

審
査
員　
佐さ

藤と
う

展の
り

子こ

さ
ん
（
東
京
音
楽
大

学
講
師
）
ほ
か

沸
無
料

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
９９８
・
２
５
０
０

歴
史
講
座「
埼
玉
県
東
部
の
鉄
道
史
」

　
12
月
３
日
ま
で
資
料
館
で
開
催
さ
れ
て

い
る
企
画
展「
埼
玉
県
東
部
地
区
の
交
通
」

の
関
連
事
業
と
し
て
、
県
東
部
の
鉄
道
史

に
関
す
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

腹
11
月
2３
日
㈷　
午
後
１
時
３0
分
～
３
時

複
資
料
館
視
聴
覚
講
座
室

講
師　
老お

い

川か
わ

慶よ
し

喜の
ぶ

さ
ん
（
跡
見
学
園
女
子

大
学
教
授
）

払
４５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
11
月
1４
日
か
ら
22
日
ま
で
に
、
窓
口
、

電
話
ま
た
は
電
子
申
請
で
資
料
館
（
☎
９９７

・
６
６
６
６
）
へ

藁わ
ら

細
工
「
亀
」

　
現
在
で
は
貴
重
と
な
っ
た
藁
を
使
っ
て

縁
起
物
の
亀
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
お
正
月

の
飾
り
に
な
り
ま
す
。

腹
11
月
2５
日
㈯　
午
後
１
時
３0
分
～
３
時

３0
分

複
資
料
館

覆
中
学
生
以
上

払
20
人
（
申
込
順
）

沸
３００
円
（
材
料
費
）

仏
11
月
1４
日
か
ら
22
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
資
料
館（
☎
９９７・６
６
６
６
）へ

青
少
年
ア
ニ
メ
・
ア
フ
レ
コ

体
験
講
座

腹
12
月
９
日
㈯　
午
後
１
時
３0
分
～
４
時

３0
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

覆
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
か
ら
20
歳

ま
で
の
方

淵
ア
フ
レ
コ
の
体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成

講
師　
武む

藤と
う

裕ゆ
う

治じ

さ
ん
（
ア
ニ
メ
「
ク
レ

ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」
監
督
）
ほ
か
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
声
優

払
５0
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
11
月
1４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社

会
教
育
課
内
☎
焚
３
５
７
）
へ

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
（
第
１
期
）

腹
平
成
３0
年
１
月
８
日
㈷　
午
前
９
時
３0

分
～
正
午
、
３
月
４
日
㈰　
午
前
９
時
３0

分
～
正
午
、
６
月
1７
日
㈰　
午
後
１
時
～

４
時
３0
分
（
予
定
）
※
全
３
回

複
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂
、
ゆ
ま

に
て
軽
運
動
室　

覆
市
内
在
住
の
小
学
校
５
年
生

淵
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
の
講
義
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実

習
な
ど

※
第
１
期
研
修
会
に
す
べ
て
出
席
し
た
方

は
、
平
成
３0
年
８
月
開
催
予
定
の
第
２
期

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
宿
泊
研
修
会

（
２
泊
３
日
）
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

弗
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
上
履
き
、
タ
オ

ル
な
ど
、
運
動
で
き
る
服
装
（
ズ
ボ
ン
着

用
）

払
３0
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

※
結
果
は
12
月
中
旬
ま
で
に
通
知

仏
12
月
４
日
ま
で
に
、
社
会
教
育
課
（
☎

焚
３
６
５
）
へ

い
け
ば
な
講
座

腹
11
月
３0
日
、
12
月
1４
日
・
2８
日
、
平
成

３0
年
１
月
11
日
・
2５
日
（
各
木
曜
日
・
全

５
回
）　
午
後
１
時
３0
分
～
３
時
３0
分　

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

講
師　
小お

澤ざ
わ

一か
ず

榮え

さ
ん
（
草
栄
会
）　

弗
は
さ
み
、花
包
み
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具

払
20
人
（
申
込
順
）	

沸
５
５
０
０
円
（
お
花
代
）

仏
11
月
1４
日
か
ら
2５
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公

民
館
内
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付
＝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
へ

ク
リ
ス
マ
ス
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

腹
12
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
～
５
時

複
八
幡
公
民
館
第
一
会
議
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

淵
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
、
動
物
な
ど
を
作
る

講
師　
金か

ね

子こ

賢け
ん

一い
ち

さ
ん

弗
持
ち
帰
り
用
袋（
４５
リ
ッ
ト
ル
ゴ
ミ
袋
）

払
３0
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
11
月
1４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
３３
回
八
潮
市
民
音
楽
祭

腹
11
月
2６
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

３0
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

淵
音
楽
演
奏
発
表
会

物
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

☎
９９５
・
６
２
１
６


